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札幌大学教職員組合ニュース 

No.13 2020 年 7 月 20 日 札幌大学教職員組合書記局  発行  

組合事務室は１号館２階１２１０です。  Ema i l：su . t radeun ion@gma i l . com  

救済は和解で決着。新型コロナ感染で表面化した 

諸課題を協議するため団体交渉の開催申し入れ 

 

労働委員会に申し入れていた救済は、２年近くの調査や審問を経て、７月１７日、「労

使協調を通じた大学の発展」を目指すため、労使双方が和解協定書に調印しました。 

 労働委員会から和解案が出され、以下のような協定書に労使双方が調印しました。 

 

１．法人及び組合は、労使関係の再構築と大学の発展に向けて、労使双方が誠実に協議することと

する。 

２．法人及び組合は、この目的のために、労働協約の締結に向けた団体交渉を迅速かつ真摯に行う

こととする。 

３．組合は、本件救済申立てを取り下げる。 

 

 なお、「救済申立てを取り下げる」が意味するのは、「勤務延長者に関する問題、３６協定や過半数

代表者についての問題は、引き続き団交を通じて労使間の話し合いを続ける」ということです。した

がって、組合は下記のように関連する諸問題を団交議題として、法人との協議を続けていきます。 

 

新型コロナウイルスの感染による懸案事項を協議する為、団体交渉の開催を申し入れ 

新型コロナウイルスの感染のリスク回避のため、会議などの組合活動や団体交渉を従来通りの形式

で実施するのは困難と判断し、執行委員会もオンライン形式で行ってきました。しかしながら、法人

と協議すべき課題が山積しているため、組合は、７月９日に以下のように団体交渉の開催を申し入れ

ました。 

 

学校法人札幌大学 

 理事長 荒川 裕生 様 

札幌大学教職員組合     

  執行委員長 佐藤 郁夫 

団体交渉の開催に関する要求書 

 

この間、勤務延長教員の任用規程及び支給内規の改定など問題が山積している。そこで、懸案事項

について団体交渉の開催を申し入れる。誠実に対応されるよう要求する。 

ただし、新型コロナウイルス感染症の流行がなかなか収束せず、また感染予防のために学生にも「遠
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隔授業」としているのに、団体交渉だけを対面式とするのは矛盾している。したがって、今回の団体

交渉は、組合が主催者となる形式のオンライン会議での実施を要求する。 

 

なお、議題は以下の通りである。 

１．勤務延長教員の任用規程及び支給内規について 

２．労働協約の締結について 

３．新型コロナウイルスの流行下における事務職員の労働時間及び勤務形態についての実態の変化

に関する資料の開示、労働災害等についての今後の取り扱い方針について 

４．新型コロナウイルス感染拡大に伴う、遠隔授業及び付帯業務などによる新規労働の付加に対す

る「慰労金（一律５万円以上）」の支給について 

５．役員報酬の具体的な金額の開示について 

６．その他 

 

上記について、理事長の出席を前提とした、7 月２２日（水曜日）もしくは２３日（木曜日）、２４

日（金曜日）いずれかの、１８時からのオンライン団体交渉の開催を要求する。団交開催に関する組

合への回答は、7 月１６日（木曜日）１７時までに書記長に連絡のこととする。あわせて、組合より

「招待メール」を送るので、参加予定の理事長及び専任の理事のメールアドレスを教えること。 

 

１、議題３について 

 もともと札幌大学は、例えば、他大学に比べて専任事務職員１人当たりの担当学生数、全ての事務

職員１人当たりの担当学生数等から伺えるように、過重労働及びそれに伴う長時間労働が続いていま

した。 

 

専任事務職員１人当たりの担当学生数 

大学名 札幌大学 北星学園大学 北海学園大学 札幌学院大学 酪農学園大学 

学生数（人） ７２．０ ４２．７ ６２．８ ３３．６ ２８．５ 

（道内４年制私立大学（２３大学）中、札幌大学はワースト１位） 

 

全ての事務職員 1 人当たりの担当学生数 

大学名 札幌大学 北星学園大学 北海学園大学 札幌学院大学 酪農学園大学 

学生数（人） ３３．５ ２５．８ ４２．８ ２４．２ １２．０ 

 

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、遠隔授業の対応や、学生へのアンケート調査業務な

ど、追加業務が加わったため、例えば深夜に事務職員からの通知メールが届いたり、日付が変わった

午前２時や３時でも働く事務職員の姿が見られたりしました。議題３は、このような事務職員の労働

の状況を、法人はどのように把握し、どこまで深刻に受け止めているのかを問い、長時間労働や過重

労働に対して改善を要求するものです。 

ちなみに、専任教員１人当たりの担当学生数は以下のようになります。 

大学名 札幌大学 北星学園大学 北海学園大学 札幌学院大学 酪農学園大学 

学生数（人） ３８．４ ３１．４ ３８．１ ２６．８ ２０．２ 

（道内４年制私立大学（２３大学）中、札幌大学はワースト１位） 

 

法人は団交開催日程の問いかけに答えず、従来通りの対面形式を要求 

ところが、法人の担当理事より、１４日、以下のような回答が届きました。 
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７月９日付けで、申し入れのありました標記に関し、交渉の形式については、下記１のとおりと

したいと考えます。 

併せて、下記２についての回答をお願いします。 

そのうえで、貴組合と協議のうえ、団体交渉の議題と日程について決定したいと考えます。 

 

１．交渉の形式について 

本学では、学生や教職員の感染防止等の観点から、春学期については原則として遠隔授業としつ

つも、６月２２日からは、実技・実習など対面授業が必要なものは再開しています。 

また、理事会、評議員会については座席間の距離を十分に確保し、学内で開催しているほか、常

勤理事会、教育研究協議会、各委員会など多くの学内会議や打ち合わせは遠隔の手法を採っていませ

ん。 

このような状況を踏まえると、このたびの要求においてオンライン開催の理由としている「団体

交渉だけを対面式とするのは矛盾する」との指摘には当たらないと考えます。 

さらに、団体交渉は、労使双方にとって情報管理が極めて重要な非公開の場であることから、対

面形式で開催することが適当であり、開催にあたっては十二分に出席者間の距離を確保した上で全員

がマスクを着用することなどを前提としたいと考えます。 

このため、要求のあった団体交渉については、学内の広い会議室において、上記のような感染防

止対策を徹底して、対面形式で実施することとしたいので、ご理解願います。 

 

２．議題の趣旨について 

交渉を円滑に進めるため、各議題の趣旨、要求内容等について、事前に書面でお示し下さい。 

なお、貴組合から、議題３に関連して「新型コロナウイルスの流行下における事務職員の労働時

間及び勤務形態についての具体的な実態の資料」の提出を求められていますが、どのような内容の資

料を求めているのか、具体的にお示しください。 

 

そこで、７月１５日に組合から以下のように質問及び要求を出し、法人の姿勢を質しました。 

 

組合としては、会議の形式にこだわらずに団体交渉を開催して協議したいです。しかし、「１．交

渉の会議形式について」であくまでも対面形式と主張する事について、以下のような疑問及び要求が

あるため、対面形式による会議開催に強い懸念があります。つきましては、ご回答をお願いします。 

 

１．あくまでも「対面形式での会議」を開催することについて 

①対面形式での会議となると、在宅勤務をしている会議参加者は、大学までバスや地下鉄等の公共

交通機関を利用して参加することになります。現在も、札幌周辺は依然として市中感染のリスク

が高いままです。その感染リスクをどこまで考えているのでしょうか？ 

②広いといっても、教室で多数が長時間向かい合って議論をすることによる、飛沫感染とエアロ

ゾル感染のリスクをどこまで考えているのでしょうか？一部の授業を除いて、今学期の授業は原

則として遠隔授業としている理由は、その感染リスクを回避するためです。現在、日本国内でも

小学校から大学まで学校内での感染拡大が報道されています。 

③最近のオンライン会議アプリはセキュリティ対策が向上しており、例えば IP やパスワードを会

議開催の直前に知らせる等の方法を取ることにより、情報漏えいのリスクを回避することができ

ます。一方、対面形式での会議では、感染リスクを避けるためには、広めの教室で、マスク着用

をすること以外に、窓やドアを開けることによる換気対策も必須となります。換気のない空間

で、多数の人間が長時間会話をするのが如何に感染の危険性が高いかは、「昼カラ」をみれば明

らかです。となると、ドアや窓を開け放ったままで会議をすることになり、協議内容が外部に漏

えいする危険性があります。この点についてどこまで考えていますか？ 



4 

 

④感染リスクを避けながら、対面形式での会議を実施するならば、どのような感染回避の対策を

取るのでしょうか？具体的かつ詳細に教えていただきたい。 

⑤かりに、対面形式での会議によって感染が拡大した場合、対面形式での会議開催を提案した法

人にはどのような責任を負うつもりでしょうか？可能であれば、理事長の署名と捺印の入った文

書で、対面形式での会議による感染拡大が発生した場合に、法人がどのような責任を取るのかを

提出していただきたいです。 

 

２．「議題３に関連した資料」の内容について 

議題３に関連した資料について、以下について具体的な内容をお示しください。 

①２０１９年度２月、３月、２０２０年度４月、５月、６月における職場単位ごとの「休日勤

務」と「時間外勤務」及び「休日勤務と時間外勤務が最も多かった職員」それぞれの実績、休日

勤務が最も多かった職員の「振替休日」の実績 

②２０１８年度２月、３月、２０１９年度４月、５月、６月における職場単位ごとの「休日勤

務」と「時間外勤務」及び「休日勤務と時間外勤務が最も多かった職員」それぞれの実績、休日

勤務が最も多かった職員の「振替休日」の実績 

③２０２０年度の最新の学年暦 

④本学の事務職員は在宅勤務が認められているのか。認められていれば、その実績と理由、労働

時間の把握の方法について。認められていないのであれば、その理由。 

⑤職員の通勤で、ラッシュ時を避けるための時差出勤は認められているのか。認められているの

であれば、実施形態について。また、職場への影響があれば、その内容。認められていないので

あれば、その理由。 

⑥今年度６月に公示した３６協定の締結に関する労働者過半数代表者の選出選挙の時の「選挙資

格者」の内訳と、昨年度６月に公示した就業規則の改定に関する過半数代表者の選出選挙の時と

「選挙資格者」が３０名以上も減少している理由について 

 

なお、各議題の趣旨や要求内容については、上記１の回答を見て、執行委員会で「対面形式でも

やむを得ない」と判断した場合に、改めてお知らせいたします。 

 

上記の７月１５日の組合回答にも書きましたが、組合としては、会議の形式にこだわらずに団体

交渉を開催して協議したいです。しかし、７月１５日時点で、札幌のススキノの「夜の繁華街」クラ

スターが確認され、濃厚接触者が４００名程度いる可能性が指摘されるなど、札幌圏でもかなりの市

中感染が広がっている可能性があります。かりに団体交渉の場で新型コロナウイルス感染が拡大した

ら、そこから大学内へ感染が拡大するかもしれません。首都圏をはじめ道外では、学校の教室内での

感染拡大、職場で会議室に由来する感染拡大が確認されています。こうした事例がありながら、法人

は対面形式での会議を要求するのですから、具体的な感染予防対策や、かりに感染が発生した場合の

責任の所在を明確にしてもらいたいものです。 

 

新型コロナウイルス感染症の「対策」で困ったことがあれば、組合へご相談を 

 教職員組合は、本学の持続可能な発展には、そこで働く教職員の健康維持と学生への配慮こそが

優先されるべきであると考えています。  

 教職員の皆様が、新型コロナウイルス感染拡大という未曾有の状況下、大学への対応等で何か困

ったことがあった場合には、本組合の執行委員等に遠慮なくご相談いただきますよう、どうぞお願

いいたします。 

 

 


